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全
国
唯
一

蘇
我
入
鹿
祭
る

入
鹿
神
社
（
橿
原
市
）

莢莢

莢莢

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
橿
原
市
小
綱
町
３
３
５

（
祭
神
）
蘇
我
入
鹿
、
素
戔
嗚
尊

（
文
化
財
）
１
９
８
０
年
に
橿
原
市
が
指
定

（
交
通
）
近
鉄
大
和
八
木
駅
か
ら
西
へ
徒
歩

約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
あ
り
（
無
料
）

（
電
話
）
な
し

入
鹿
神
社
の
本
殿
‖
橿
原
市
で

飛
鳥
時
代
の
豪
族
、
蘇
我

入
鹿
の
名
を
冠
し
た
入
鹿
神

社
（
橿
原
市
）
は
、
近
鉄
大

和
八
木
駅
の
西
に
鎮
座
し
て

い
ま
す
。
こ
の
辺
り
は
入
鹿

の
母
の
出
身
地
で
、
入
鹿
は

幼
少
期
を
こ
の
地
で
過
ご
し

た
と
も
伝
わ
り
ま
す
。

祭
神
は
蘇
我
入
鹿
と
素
戔

嗚
尊
で

入
鹿
を
祭
神
と
す

る
全
国
で
唯
一
の
神
社
で

す
。
６
４
５
年
の
乙
巳
の
変

で
中
大
兄
皇
子
に
滅
ぼ
さ

れ
た
入
鹿
を
逆
臣
と
す
る
説

が
有
力
で
す
が
、
地
元
の
人

は
冤
罪
だ
と
捉
え
、
今
に
至

る
ま
で
崇
敬
し
て
い
ま
す
。

入
鹿
は
頭
脳
明
晰
だ
っ
た

こ
と
か
ら
、
学
業
成
就
の
神

と
し
て
有
名
で
す
。
ま
た
、

入
鹿
は
乙
巳
の
変
で
首
を
は

ね
ら
れ
た
た
め
、
首
か
ら
上

の
病
に
霊
験
あ
ら
た
か
な
神

と
し
て
全
国
か
ら
信
仰
を
集

め
て
い
ま
す
。

江
戸
時
代
初
期
の
本
殿
は

市
指
定
文
化
財
で
す
。

明
治
時
代
に
橿
原
神
宮

（
橿
原
市
）
が
造
営
さ
れ
る

に
あ
た
り
、
政
府
は
「
神
武

天
皇
を
祭
る
橿
原
神
宮
の
近

く
に
逆
臣
で
あ
る
入
鹿
を
神

と
し
て
祭
る
の
は
都
合
が
悪

い
」
な
ど
と
判
断
。
祭
神
を

素
戔
嗚
尊
に
換
え
て
、
神
社

名
を
地
名
か
ら
取
っ
た
小

綱
神
社
に
改
め
る
よ
う
に
指

示
し
ま
し
た
が
、
地
元
住
民

が
拒
ん
だ
そ
う
で
す
。

境
内
に
建
つ
神
宮
寺
で
あ

る
｢
正
蓮
寺
大
日
堂
｣
は
室

町
時
代
の
も
の
で
、
堂
内
に

安
置
さ
れ
る
鎌
倉
時
代
の
大

日
如
来
坐
像
と
と
も
に
、
国

の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

田
村
基
樹
）


